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研究成果の概要（和文）：インドネシアの択伐コンセッション内の天然林面積時系列変化解析から、2000-2010
年は天然林面積率の低下がおこったコンセッションが少なくなかったが、2010-2015年にはほぼ安定するように
なった。このことから近年のインドネシアの森林管理政策が、天然林の保全に一定の効果を上げていることが示
唆された。
また2000年代中葉以降、インドネシアではジャワ島を中心に農民による早生樹栽培が盛んになり、択伐コンセッ
ションからの木材生産を代替しつつあることが明らかになった。フィリピン、タイ、ベトナムとあわせ東南アジ
アでは広く、農民による早生樹栽培が主要な木材供給源となっていることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Time series analysis of natural forest areas in logging concessions in 
Indonesia indicated the area of natural forests decreased during 2000-2010, but were relatively 
stable during 2010-2015. It suggests performance of recent policy of Indonesian government on forest
 management to conserve natural forest.
In addition, small-holder’ farming of fast-grow tree species has increased in Java and other 
regions in Indonesia since middle of 2000s, and has been replacing log production from the logging 
concessions of natural forest. Along with Mindanao of Philippines, Thailand and Northern and Central
 Vietnam, tree-farming by small holders is becoming a major source of log production in Southeast 
Asia.

研究分野： 森林管理

キーワード： インドネシア　持続的森林管理

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
インドネシアでは、森林管理認証が2002年に導入され、2009年に義務化されるなど、森林管理の強化が進んでい
るが、その効果を評価した。また国有林地外の住民による早生樹栽培が主要な木材生産源となりつつあり、他の
東南アジア諸国でも同様の傾向を示していることを明らかにした。日本は木材・木材製品の輸入を介してインド
ネシアや他の東南アジア諸国の森林の動向に影響を与えているが、その実態に対する理解を深めた。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
熱帯雨林は豊富な生物多様性を保持するともに、炭素貯留をはじめ様々な生態系サービスを

人類に供給している。その大部分は生産林として区分されているが、近年の研究から、大径木の
みを長い伐期で収穫する持続的な択伐施業を行えば、生産林でも生物多様性・生態系サービスの
大部分を維持することができることが明らかになりつつある(Samejima et al. 2012, Edwards 
et al. 2014）。このためそれを担保する適切な制度が求められている。 
東南アジア最大の熱帯雨林面積を有するインドネシアにおいても、森林の大部分は国家の所

有する生産林であるが、1967 年の林業基本法制定以降、その多くに択伐コンセッション（事業
権）が設定され、権利を取得した伐採会社に維持管理が義務付けられてきた。しかし強度の伐採、
大規模森林火災、90 年代後半～2000 年代前半の地方分権化にともなう伐採権の乱発と違法伐
採の横行などによって、多くの生産林が荒廃した(Pohnan et al. 2014)。さらに荒廃の深刻な低
標高部では、資源量の低下に伴い事業権を取得する伐採会社が不在の生産林が広がった。またこ
のような生産林の荒廃は、そこから生態系サービスを受けている地域社会にも負の影響をひき
おこしてきた。この旧来の制度の失敗を受け、２つの森林認証制度(FSC と PHPL)と森林管理
区制度（表）の導入が進められている(Hoare & Wellesley 2014)。これらの制度は生産林の植生
と地域社会の維持を目的として作られている。 
森林認証は、択伐コンセッションの伐採会社に対し、持続可能な森林管理を要求し、監査を行

い、基準が満たされた生産林からの林産物に対する認証を行う制度である。90 年代初頭に設立
された当初は、認証取得のための要求水準が高く、認証材への価格プレミアムが小さかったため、
熱帯諸国では普及しなかった。しかし近年インドネシアでは、生産された木材に対する合法性証
明(SVLK)の義務化・普及が進み、結果的に森林認証の基準達成までへのハードルが低くなり、
認証コンセッションが急速に増加しつつある(Cashore & Stone 2012, 鮫島 2014）。 
一方森林管理区は環境林業省の新しい地方出先機関で、州内の生産林を分割して管轄し、その

維持管理に責任を負う。2015 年現在までに 120 モデル森林管理区が設置され、管理方法の試
行錯誤が続けられている。多くの森林管理区は択伐コンセッションを含んでおり、それが森林認
証を受ければ、両制度の相乗的な効果がもたらされることが期待されている。 
森林認証受けた森林は世界中で増加しつつあり、FAO(2014)などではその制度の普及自体が、

持続的に管理されている森林の拡大という効果の指標として扱われるようになっている。しか
しながら、森林認証制度、森林管理区制度の森林植生維持と社会経済状況の改善に対する効果は
まだ十分に検証されておらず、肯定する結果も(Keller et al. 2004)、懐疑的な結果も存在する
(McCarthy 2012, 鮫島 2014, Ota 2015)。ただし既存研究の多くは少数のコンセッション間を
比較しているため、サンプリングバイアスがかかっている可能性が否定できない(Samejima et 
al. 2012, Langner, Samejima et al. 2012, Griscom et al.2014)。また別の問題として、管理内容
の評価を行っており、その結果である効果の評価は行っていない先行研究も存在する(Baeet al. 
2014 など)。申請者自身もカリマンタンの全択伐コンセッションからインドネシア林業省に報
告された伐採量データを用い、伐採時のインパクトに対する森林認証の効果評価を行ったが、一
方その報告データ自体が操作されている可能性も残り、より客観的なデータを用いた評価が重
要であると指摘した（鮫島 2014）。また択伐コンセッションや森林管理区の施業内容や、地理・
社会経済条件などの違いが効果の違いをもたらしている可能性もある。 
このため本申請課題では、リモートセンシングデータや国家統計局の村落調査データなどの

客観的なデータを用い、森林認証制度、管理区制度が生産林の持続的管理を達成する効果を検証
し、またその効果を達成できる地理的・社会経済的条件を明らかにすることを目的とした。 
 
２．研究の目的 
東南アジア熱帯雨林の多くは木材生産のための生産林に区分されており、その高い生物多様

性・生態系サービスの維持のためには持続的な森林管理が実施されるための制度が必要である。
この目的のためインドネシアでは森林認証制度・森林管理区制度の導入が進んでいるが、これら
の制度の実際の効果は十分に明らかになっていない。両制度の導入が植生と地域社会の維持に
与えた効果と、効果があがるために必要な自然社会条件を評価し、比較することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
インドネシアの択伐コンセッションにおける森林管理や森林認証取得状況について、認証機

関や一部の択伐コンセッション（東カリマンタン、中央カリマンタン、パプア）所持企業などか
らデータを収集した。さらにインドネシアとマレーシア・サラワク州の全択伐コンセッションに
おける 1990 年-2015 年の天然林面積変化を解析した。また森林管理区の設置状況について、研
究協力者が主催した森林管理区スタッフへのワークショップに参加し、概況を理解するととも
に、いくつかの管理区スタッフに対する聞き取りを行った。 
一方研究の進捗とともに、現在のインドネシアでは、地域住民の私有地における早生樹（ファ

ルカタなど）栽培が択伐コンセッションからの木材生産を代替しつつあり、択伐コンセッション
の持続性を検討する上で重要であることが明らかになった。このためインドネシア全県の農業
センサスデータの解析から住民林業の拡大状況を明らかにするとともに、東ジャワ、中央カリマ
ンタンの早生樹栽培農家、木材加工工場に対するヒアリング調査も行った。さらに東南アジアに
おける住民林業の拡大状況を明らかにし、インドネシアの状況と比較するため、フィリピン、タ



イ、ベトナムにおける農業センサスデータの解析を行った。 
 

 
４．研究成果 
 インドネシア、サラワク州とも 2000-2010 年は天然林面積率の低下がおこった択伐コンセッ
ションが少なくなかった。2010-2015 年にはインドネシアではほぼ安定するようになった。この
ことから第三者監査による森林認証の義務化など近年のインドネシアの森林管理政策が、天然
林の保全に一定の効果を上げていることが示唆された。一方手一部では、オイルパーム栽培ブー
ムの結果、コンセッション内への進入を招き、森林の維持に失敗している択伐コンセッションも
存在した。 
一方サラワク州では引き続き面積率が減少している択伐コンセッションが多く、持続的森林管
理政策の更なる強化が必要であることが明らかになった。 
森林管理区については、現時点では各森林管理区の非木材林産物の進行などに力点がおかれ、

森林管理についてはまだ多くの森林管理区スタッフのキャパシティビルディングが行われてい
る段階であり、その効果を評価するのは時期尚早と判断した。 
また 2000 年代中葉以降、インドネシアではジャワ島を中心に農民による早生樹栽培（ファル

カタ、チーク、マホガニーなど）が盛んになり、特にセンゴンは合板やランバーコアの原料とし
て、択伐コンセッションからの木材生産を代替していることが明らかになった。フィリピンのミ
ンダナオ（主にファルカタ）、タイ（ユーカリ、ゴムノキ）、ベトナム北部・中部（アカシア、ユ
ーカリ）とあわせ東南アジアでは広く、農民による早生樹栽培が主要な木材供給源となっている
ことを明らかにした。 
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